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キリング・ポエム―――皆殺しのバラード。  

街角で出会う、私とお前。見た瞬間に息の根を止めてやる。 

 

作品を破壊しやがって、畜生。 

 

私には見える。貴様の未来が。 

命乞いし、泣きながら許しを請う貴様の姿。 

殺してやろうか？ 殺してやるよ、確実に。絶対確実に殺してやる。この手で。 

お前だよ、お前。東京の田舎侍。とことんデタラメなゲスのペテン野郎。 

「た、頼むよ……命だけは―――」 

パァン！ 詐欺野郎の眉間を吹っ飛ばした。血塗れになった奴の顔を見届け、告げた。 

「神は偉大なり。そして我こそは神なり」 

ショットガンの銃声が夜空をツン裂いた。エコーを伴って、銃声が幾重にも木霊する。 

 ……以後、ハデヤを見た者はいない。 

 

キリミハデヤはアンダーグラウンドに潜り、スーパースターとなった。（了） 
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